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帝王切開後の瘢痕部に着床した 
胎嚢内膜掻爬術前の予防的な止血術 

• 右大腿動脈より5.5Frロングイントロデューサーを挿入。 

• 回転DSAを施行。左右の子宮動脈分岐部を同定. 

• C2コブラ型カテーテルを左内腸骨動脈に誘導、更に左子宮

動脈に挿入。造影にて子宮左側が造影され、且つ左卵巣動
脈も描出された。卵巣動脈の分岐は子宮体部から底部に近
いところにあり、区分けは難しいため親カテーテル先端をや
や奥に突っ込み、ゼラチンスポンジ細片1/2枚をもって塞栓。 

• 次に親カテーテルをロングイントロデューサーにて腹部大動
脈まで押し込み、ループを形成させ右内腸骨動脈を選択。 

• やはり右子宮動脈を選択、造影にて確認後ゼラチンスポン
ジ細片1枚をもって塞栓。 

 



• 翌日、子宮内容除去術施行 

• その翌日、退院 


